
細菌が作る糸状菌の二次代謝阻害物質
－アフラトキシンの生産制御－

研究の背景と内容 アフラトキシンは一部のカビが生産する二次代謝産物で、強力な発癌性と急性
毒性を有している。アフラトキシン生産カビは熱帯・亜熱帯地域の土壌菌として常在するが、穀物が貿易
されるため世界的に深刻な問題である。しかし、効果的な汚染防御法は得られていない。本研究では
微生物を利用したアフラトキシン汚染防御法を研究した。その結果、Achromobacter xylosoxidansが
生産するCyclo(L-leu-L-pro)が新規のアフラトキシン生産阻害物質であることが明らかとなった。

バイオ

Visual agar plate assay
(Sui-Sheng T. Hua 1999)
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自然界の微生物でアフラトキシン生産を
阻害できる微生物を探し出す。

３．阻害物質の精製 カラムクロマトグラフィー

薄層クロマトグラフィー
高速液体クロマトグラフィー

２．アフラトキシン生産阻害菌の同定
A1がAchromobacter xylosoxidansであることを証明

４．構造決定
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新規のアフラトキシン生産阻害剤
Cyclo(L-leu-L-pro)を発見

１．アフラトキシン生産阻害菌のスクリーニング

アフラトキシン生産遺伝子の発現子発現を阻害
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